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＜パートナーシップ＞

環境

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

・現地送り出し機関とのさらなる連携強化により、入国前及び入国後人財のサポート環境の向上を図る。
・人財、企業、自治体との関係性を深め、SDGｓ達成のための体制づくりを図る。
・外国人財をサポートする地元団体やプラットフォームとの結束強化により、業界全体の成長を図る。

環境
製造業に加え、取り扱い業種を拡張（介護・林業）し、発展
途上国の経済発展に寄与する。

2023年１業種　→　2026年３業
種

社会

経済

弊所所属企業のLED化を推進する。

所属企業のＬＥＤ導入台数（ベースラ
イト換算）
2023年2,000台　→　2026年
2,000台

社会

事業者名 GMT協同組合

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

外国人財と地元熊本との懸け橋となり、母国の家族や配属先企業の従業員など、すべてのステークホル
ダーの満足度や利益が最大化されるように事業を推進する。
客観性と透明性の高い経営を行うことで、地域及び開発途上国等の経済発展に貢献する団体を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

新規

経済

環境
クラウド型業務改善プラットフォームを活用し、業務のデ
ジタル化を推進する。

必要機能やファイルの拡充等の整備
割合
2023年約60％　→　2026年
100％

社会

経済


